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巨木・名木を次代へ
ｰ緑の歴史遺産ｰ

　木々の緑は、私たちの生活に潤いを与えてくれま
す。特に巨木・名木などの持つ魅力は素晴らしく、
出会った時の感動はひとしおです。市内にも「緑の
歴史遺産」と呼ぶべき素晴らしい巨木・名木があり、
何度か紹介されてきました。

平成 3 年 8 月号の「広報でじま」では、出島村
合併 35 周年を記念して「わが家わが集落の名木巨
木珍木選定事業」を特集。村の指定天然記念物となっ
ていた田伏の「ナギ」や下軽部・長福寺境内の「出

▲樹齢 110 年以上とされる
市を代表する名木「下大津のサクラ」

島のシイ」、その他代表的な 35 本の木々が掲載さ
れました。地域の魅力を再発見しようとする、村の
意気込みを感じる企画です。この中には、近年、市
の指定天然記念物となった地域の宝「下大津のサク
ラ」も含まれています。現在は私が樹木医として世
話をしており、感慨深いものがあります。

平成 12 年には、旧千代田町が「ちよだの木々」
という冊子を発行しました。千代田地区の郷土研究
会である史談会の皆さんが作成した「樹木台帳」所
収の木々 162 本から 72 本を厳選し、森林総合研究
所から招いた技官 2 人の現地調査を経て編まれた
労作です。樹種や樹高などのデータ以外に解説もあ
り、千代田地区の木々を知るためのバイブルです。

このように紹介されてきた巨木・名木ですが、時
間が経過し、順調に成長を続けている木もあれば、
病気で枯死した木や伐採された木もあります。改め
て、次代へと受け継ぐべき木々たちの現状を確認す
る必要があります。そのため、私たち市民学芸員の
会では、資料に掲載されている木々の再調査を実施
しています。応援をよろしくお願いします。また、
他に素晴らしい木をご存じの方はご連絡ください。
問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017

スポーツで『地域』を元気に
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今月のおススメ

チェロの木
いせひでこ　著

蜜蜂と遠雷
恩田陸　著

問�図書館�☎ 029-897-0647

図書館のホームページでは、利用案内や図書
検索など図書館の情報を掲載しています▶

■休館日： 月曜日（祝日の場合は翌日）、図書整理日
◎お話会：7 月 8 日土午前 10 時 30 分から

7 月 図書館カレンダー
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7 月 図書館カレンダー

　梅雨の時期となりました。雨が降り続き、耳を澄ますと雨の音が音楽に聞こえ
てきそうです。優しい雨の音を聞きながら、本をひも解くのはいかがでしょうか。

今月は「音楽」に関する本をご紹介します。

蜜蜂と遠雷
　舞台は芳

よ し が え

ヶ江国際ピアノコンクー
ル。その覇者が音楽会の寵

ちょうじ

児となりま
す。そうそうたるメンバーたちの熱い
戦いが始まります。

主に 4 人のコンクール出演者の葛
藤やそれぞれの世界を描いています。
ピアノ演奏がありありと浮かんでくる
ような場面ごとの情景描写が印象的で
す。予選会から一次・
二次・三次予選を経て
本選まで、会場で演奏
を聴いている感覚を味
わうことができ、一気
に物語の中へ引き込ま
れてしまいます。

チェロの木
　主人公の少年は、森の木を育てるお
じいさんや弦楽器職人のお父さんと共
に、鳥や木々が奏でる森の音や木を削
る音を聞きながら育ちました。ある日、
少年はお父さんが作った楽器を弾く演
奏家に出会い、チェロの音色に心奪わ
れます。やがてお父さんから誕生日プ
レゼントとしてチェロを贈られます。
　季節は巡り、少年
は森や人の命のつな
がりを感じながら成
長します。ページを
めくると、静けさの
中にチェロの音色が
聞こえてきそうです。 偕成社 幻冬舎

今月のテーマ

卓球参加者の声を
お届け！

種目

スポーツ広場、硬式テニス、太極拳、
卓球、フットサル、よさこいソーラン、
軽音楽、社交ダンス、ウォーキング、
グラウンド・ゴルフ、英会話広場、
スポーツ鬼ごっこ、スポーツ吹矢

連絡先

KSC なかよしクラブ
　☎ 090-2417-8502（大和）

KSC エンジョイスポーツ 
　☎ 090-2420-7846（高田）▲詳細

　「スポーツ経験者の声が聞きたい」という方のために、KSC なかよしクラブの卓球参加者の声をお届けします。

◉ 毎月第 2 土曜日に「石のスープの会」
によるお話会を開催しています。

◉ 読み聞かせグループ「つくしんぼの
会」では、児童クラブ・保育所など
への読み聞かせを行っています。

◉ 「読書会」「ひばりの会」「朗読ボラ
ンティア - せせらぎ」が活発に活動
しています。会員募集中です。

「総合型地域
スポーツクラブ」に
参加しませんか？

◉山
やました

下健
けんいち

一さん／ 74 歳
卓球との出会い▶ 14 年前に
孫とクラブに参加して以来、
体を動かしています。
クラブ・卓球の良いところ▶
15 人ほど（多くがシニア世代）
集まり、和気あいあいと練習
します。ラージボールなので
打ちやすいです。時間を決
めて打ち合うのでダラダラ
せず、真剣に練習できます。
健康維持の効果▶バシッと
ボールを打って気分爽快に
なっています。細やかな動
きで足腰も鍛えられます。

◉安
あ べ

部マサ子
こ

さん／ 81 歳
卓球との出会い▶近所の方に誘
われて体験し、いい汗をかいて
気分爽快になったのがきっかけ
で 6、7 年通っています。
クラブ・卓球の良いところ▶ 
仲間たちは面倒見が良く、初心
者でも球を打てるように優しく
指導してもらえました。毎回い
い汗をかいています。
健康維持の効果▶週 2 回卓球を
して、日曜日はよさこいソーラ
ンにも参加しています。自宅で
は運動していないのでクラブに
助けられています。

◉山
やまもと

本晴
は る み

美さん／ 59 歳
卓球との出会い▶同好会に所属
していましたが、5 年ほど前に
解散したため、KSC なかよしク
ラブに移籍しました。
クラブ・卓球の良いところ▶
手軽にできるスポーツですが、
真剣にボールを追いかければい
い汗をかき、足腰を鍛えること
ができます。
健康維持の効果▶足腰を鍛える
ことはもちろん、参加者たちと
情報交換でき、心身ともにリフ
レッシュできます。

左から
山本さん、安部さん、
山下さん

　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。7月3日🈷までに秘書広報課（〒315-8512上土田461）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。
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　今月は、「市民学芸員の会」の会員で、樹木医でもあ
る小

こまつざき
松﨑定

さだ お
男さんが、次代へと受け継ぎたい「緑の歴

史遺産」について語ってくれました。
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